
中央地区タウンミーティング概要 

 

１ 日 時 平成 22 年６月１日（火）19 時～20 時 30 分  

２  場 所  匝瑳市商工会館 2 階会議室 

３ 参加者 101 人 

４ 市職員 太田市長、鈴木副市長、江波戸教育長、秘書課長、企画課長、総務課長、

財政課長、税務課長 

５ 概 要 

（１） 開会  

（２） 区長会長あいさつ 

（３） 市政報告（太田市長） 

（４） 質問（要点のみ掲載） 

 

 ① 循環バス関係 

    循環バスについて、高齢者になると買い物に大変不自由するので、路線間隔

を短くしたり、厳しい財政状況ですので大型店舗から協賛を頂いたりして運行

出来ないでしょうか。 

 

（市長回答） 

市内循環バスは、千葉交通、ＪＲバスの運行が廃止された状況の中で、市の

事業として運行を開始しました。現在は６路線で運行しており、年間の予算は

約６，０００万円です。 

土・日・祝日は乗降客が少なかったため、昨年４月から運行を中止しており

ますが、土曜日だけでも運行して欲しいという強い要望もありますことから、

本年１０月から、土曜日の運行を開始する予定でおります。 

 

② 防犯協会への補助金 

    現在、支部として市の防犯車を利用していますが、その他に個人の車を借り

て、青色回転灯を取り付けてパトロールしています。運行費用として月に２,

０００円程度掛かりますので市から助成して頂けないか。 

 

（市長回答） 

防犯協会の皆さんには、ボランティアで活動して頂いていることに感謝して

おります。今回の要望については、自発的に車を用意して、負担をしていただ

いている状態で、本当に心苦しく思っております。防犯協会として要望して頂



ければ市としても対応しやすいと考えております。 

   

③ 重点施策（マニフェスト）の実行 

    市長から説明があった重点施策等について、思い切って実行して頂きたい。 

 

（市長回答） 

    励ましの言葉をいただきありがとうございます。一生懸命頑張ってまいりま

す。 

  

 ④ 子ども手当の現金支給 

子ども手当の支給が開始されたようですが、新聞等で報道されているように、

健康保険とか給食費を払わない人については、子ども手当を現金支給にして、

取りに来たときに支払いをお願いして成績を上げている自治体があるようです。 

匝瑳市でも、給食費や税金等滞納している保護者からは、その子ども手当か

ら充てさせることができないでしょうか？ 

法律的には差し引くことは難しいということでしょうから、現金給付で窓口

に取りに来たときにお願いして納付してもらうやり方を検討してはどうか。 

 

（市長回答） 

子ども手当については、本市では６月１１日から支給します。 

保育料や給食費の滞納など義務を果たせない方については、子ども手当てか

ら差し引くという考えもあるんですが、現状はそのようなことはできないとい

うことで、国に対して、市長会等を通じて、もっと弾力的な運用が出来るよう

にしてほしいという要望をしています。 

 

（後日回答 福祉課長） 

本市では、子ども手当の支給方法は原則口座振替と定めており、今回の６月

支払いもすべて口座振替となっています。 

保育料、給食費等の滞納者に対しては、「子どもの健全育成に資する」という

子ども手当て支給の趣旨をお伝えし、保育料、給食費等の納付を促しておりま

す。 

今後、滞納者対策の一つとして、現金支給とする方法も検討してまいりたい

と考えています。 

 

 



⑤ 子宮頸がんワクチン等の接種に係る助成 

テレビや新聞等で話題になっている子宮頸がんワクチン接種について、浦安

市では、市が全額負担で接種を実施すると聞きましたが、匝瑳市での今後の対

応について伺いたい。 

また、国への要望もお願いしたいと思います。 

 

   （市長回答） 

県内では、成田市で半額助成、いすみ市と浦安市が全額、富里市で半額助成

という状況については認識しています。 

全国で助成を実施しているのは、裕福な自治体が多く、匝瑳市も早くやりた

いという気持はありますが、財政的には非常に厳しいと感じています。 

今後、近隣や全国の様子を見ながら検討してまいります。 

また、特定の予防接種ということでありますので、本来ならば国が責任を持

って実施するのが最も良いと考えております。 

国に対しては、全国市長会関東支部を通じて、子宮頸がんワクチン・ヒブワ

クチン・肺炎球菌ワクチンを早期に定期予防接種として位置づけ、国が財源措

置をするよう要望を出しております。 

 

⑥ 光ブロードバンド関係 

匝瑳市では、今年、光ブロードバンドの整備事業を行うとのことで、市が構

築してＩＲＵという方式でＮＴＴに対応する事業ですが、この至った経過、加

入見込みについてお伺いします。 

 

（企画課長回答） 

現在、公設民営方式で光ブロードバンドの整備に取り組んでいます。 

これまで、ＮＴＴに対して整備要望をしていましたが、困難な状況でした。 

今般国の経済対策交付金を活用することで、市の持ち出しを極力抑えた中で

事業の財源を確保することができましたので、市内全域を対象としたこの事業

に取り組んだものです。 

今後の見通しですが、事前のアンケートでは、約３割の方から２･３年後まで

に加入するとの回答をいただいております。加入目標を２０％程度として、今

後ＮＴＴとともに推進していきます。 

今後の予定では、来年２月の工事竣工、６月からサービスを提供する計画で

進めています。 

 



⑦ 少子化問題 

手元に中学生の各年度別卒業者数がありますが、匝瑳市で今年３月の卒業者

数は約４００人です。１５年後、県の第１学区から第４学区、要は松戸、船橋、

市川、千葉市では減少しませんが、匝瑳市が含まれる第５学区では、１，００

０人減少するというデータがあります。匝瑳市だけを見ると約１００人減少と

なっています。 

これは、１５年後には子どもの数が３割減少することですが、少子化対策に

ついて経験ある職員から意見等吸い上げて、具体的な方策を出してはどうか。 

 

（教育長回答） 

匝瑳市では、年間７３人から８０人くらい児童生徒が減少している状況にあ

ります。 

一つには子育て支援の充実、もう一つには働く場所の確保、結婚から子育て

へと繋がると思いますが、根本的に子どもが増やせるかというのは非常に難し

いと思います。 

現在、教育委員会としては、学校における教育環境の充実に加えて、子育て

支援対策として放課後児童クラブの充実を図っています。 

 

（市長回答） 

子どもを増やすことは本当に難しい問題であります。とにかく、若い人たち

に頑張っていただかなくてはならないということで、若い世代が地元で働ける

ような雇用の創出、雇用の安定を図ること、また市から出た方が地元に戻って

きてくれる環境づくりが必要と考えております。 

また、子育て支援対策としては、子どもを安心して預けられる環境づくりと

して、つどいの広場、第３子の保育料の軽減等を検討しています。 

本当に子どもを育てやすい、産みやすい環境づくりをしてまいりたいと考え

ております。 

 

⑧ 合併記念公園関係 

（仮称）合併記念公園整備事業の整備手法と現在の進捗状況についてお伺い

したい。 

 

（企画課長回答） 

（仮称）合併記念公園については、当初市役所北側の市有地と民有地が混在

する約５ヘクタールを対象に計画していましたが、現在はそのうち市有地部分



の約３ヘクタールに縮小し、避難所や駐車スペースとして利用できる公園とし

て、合併特例債を活用して経費をあまり掛けずに整備する方向でおります。 

ただし、市有地は市道から少し内側に入った場所にあり、事業効果をあげる

ためには、若干の用地買収が必要となることから、現在担当課で用地交渉を行

っております。 

 

⑨ 合併について 

 光町は匝瑳市にならなかったけれども、その辺についてどうお考えか。 

 

（市長回答） 

匝瑳市が誕生する際に、光町が一緒にならなかったことは個人的には残念だ

と思っております。 

しかしながら、今後のことについては、お互いに合併したばかりですので、

またそういう話が持ち上がるようなことがあれば、その時点で検討してまいり

たいと思います。 


